
(57)【要約】

【課題】発泡材を溶融してなるゲル状材を効率良く冷却

できる発泡材減容機を提供することを課題とする。

【解決手段】発泡スチロール減容機１０は、発泡材を溶

融してゲル状材Ｇにする加熱部１８と、加熱部１８の下

流側に設けられ、ゲル状材Ｇを切断して成形する切断・

成形部２０と、を備えている。更に、発泡スチロール減

容機１０は、加熱部１８のガス体を脱臭し、切断・成形

部２０へ送風してゲル状材Ｇを冷却するガス流動システ

ム２２を備えている。ガス流動システム２２は、脱臭器

６６とブロワ６８を１台ずつ備えており、加熱部１８と

切断・成形部２０とでガス循環させている。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 泡 材 を 溶 融 し て ゲ ル 状 材 に す る 加 熱 部 と 、
　 前 記 加 熱 部 の 下 流 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ゲ ル 状 材 を 成 形 す る 成 形 部 と 、
　 前 記 加 熱 部 と 前 記 成 形 部 と で ガ ス 体 を 循 環 さ せ る ガ ス 流 動 シ ス テ ム と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ガ ス 流 動 シ ス テ ム は 、 前 記 加 熱 部 の ガ ス 体 を 吸 引 し て 脱 臭 し 、 前 記 成 形 部 へ 送 風 し
て 前 記 ゲ ル 状 材 を 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 発 泡 材 減 容 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 は 、 発 泡 材 を 減 容 す る 発 泡 材 減 容 機 に 関 し 、 更 に 詳 細 に は 、 特 に 廃 発
泡 ス チ ロ ー ル を 減 容 す る の に 最 適 な 発 泡 材 減 容 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 廃 プ ラ ス チ ッ ク 処 理 装 置 の 先 行 技 術 と し て は 、 本 件 出 願 人 に よ り 提 案 さ れ た 特 許 文 献 １
、 ２ に 開 示 さ れ た 技 術 が あ る 。 本 件 と の 関 係 に お い て は 、 い ず れ の 技 術 も 同 等 の 位 置 付 け
で あ る の で 、 以 下 に お い て は 、 前 者 の 公 報 に 開 示 さ れ た 先 行 技 術 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 公 報 に 開 示 さ れ た 廃 プ ラ ス チ ッ ク 処 理 装 置 は 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 粗 砕 す る た め の 粗
砕 機 と 、 粗 砕 さ れ た 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 搬 送 す る ス ク リ ュ ウ コ ン ベ ア と 、 搬 送 さ れ た 廃 プ ラ
ス チ ッ ク を 溶 融 す る 溶 融 機 と 、 熱 風 を 発 生 さ せ る 熱 風 発 生 機 と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
溶 融 機 の 下 部 側 に は 漏 斗 形 状 の 溶 融 炉 が 配 置 さ れ て お り 、 粗 砕 機 で 粗 砕 さ れ た 廃 プ ラ ス チ
ッ ク が 投 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 溶 融 炉 の 下 側 に は 、 溶 融 さ れ て ゲ ル 状 （ 半
流 動 体 状 ） と な っ た 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 受 け 止 め る た め の 容 器 が 配 置 さ れ て い る 。 溶 融 さ れ
た 廃 プ ラ ス チ ッ ク は 容 器 に 溜 め ら れ て か ら 、 別 の 場 所 で 冷 却 及 び 固 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の 廃 プ ラ ス チ ッ ク 処 理 装 置 で は 、 溶 融 炉 か ら 流 出 し た ゲ ル 状 の 廃 プ ラ ス
チ ッ ク を 効 率 的 に 冷 却 す る こ と が 望 ま れ て い た 。 そ し て 、 こ の 要 望 は 、 特 に 発 泡 材 を 減 容
す る 小 型 の 発 泡 材 減 容 機 で 強 く 出 さ れ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ６ － ５ １ ２ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ６ － ５ ７ ６ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し て 、 発 泡 材 を 溶 融 し て な る ゲ ル 状 材 を 効 率 良 く 冷 却 で き る
発 泡 材 減 容 機 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 は 、 従 来 の 廃 プ ラ ス チ ッ ク 処 理 装 置 で は 、 加 熱 部 で 発 生 し た 臭 気 を 吸 引 し て 脱
臭 器 を 経 由 さ せ 、 装 置 外 部 へ 排 気 し て い る こ と に 着 目 し た 。 そ し て 、 こ の ガ ス 流 動 を 利 用
す る こ と を 考 え 、 更 に 検 討 を 重 ね 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 発 泡 材 を 溶 融 し て ゲ ル 状 材 に す る 加 熱 部 と 、 前 記 加 熱 部 の 下
流 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ゲ ル 状 材 を 成 形 す る 成 形 部 と 、 前 記 加 熱 部 と 前 記 成 形 部 と で ガ ス 体
を 循 環 さ せ る ガ ス 流 動 シ ス テ ム と 、 を 備 え 、 前 記 ガ ス 流 動 シ ス テ ム は 、 前 記 加 熱 部 の ガ ス
体 を 吸 引 し て 脱 臭 し 、 前 記 成 形 部 へ 送 風 し て 前 記 ゲ ル 状 材 を 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 加 熱 部 の ガ ス 体 を 装 置 外 部 へ 排 気 し な い 発 泡 材 減 容 機 と す る こ と が で き 、
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周 囲 環 境 （ 作 業 環 境 な ど ） を 大 幅 に 改 善 す る こ と が で き る 。 し か も 、 加 熱 部 の ガ ス 体 の 脱
臭 、 及 び 、 ゲ ル 状 材 の 冷 却 を ガ ス 循 環 に よ っ て 行 う こ と が で き る の で 、 ゲ ル 状 材 を 効 率 良
く 冷 却 す る こ と が で き る
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 に よ れ ば 、 装 置 外 部 に 排 気 せ ず に 、 加 熱 部 の ガ ス 体 の 脱
臭 、 及 び 、 ゲ ル 状 材 の 冷 却 を 行 う こ と が で き 、 ゲ ル 状 材 を 効 率 良 く 冷 却 す る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 実 施 形 態 を 挙 げ 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う
に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 １ ０ は 、 操 作 盤 １ ２ で オ ペ レ ー タ が
操 作 す る こ と に よ っ て 稼 動 す る よ う に な っ て お り 、 破 砕 部 １ ４ 、 コ ン ベ ア 部 １ ６ 、 加 熱 部
１ ８ 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ 、 及 び 、 ガ ス 流 動 シ ス テ ム ２ ２ を 主 要 部 と し て 構 成 さ れ て い る 。
以 下 、 こ の 順 に 各 部 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 破 砕 部 ）
　 破 砕 部 １ ４ は 、 廃 棄 用 の 発 泡 ス チ ロ ー ル 材 （ 廃 発 泡 ス チ ロ ー ル 材 ） Ｓ が 投 入 さ れ る 破 砕
ホ ッ パ ２ ４ を 備 え て い る 。 破 砕 ホ ッ パ ２ ４ に は 取 っ 手 ２ ６ が 付 け ら れ た 透 明 な ス ラ イ ド 蓋
２ ８ と 、 ス ラ イ ド 蓋 ２ ８ の ガ イ ド 部 ３ ０ と が 設 け ら れ て お り 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 材 Ｓ を 破 砕
ホ ッ パ ２ ４ 内 に 投 入 す る 際 に ス ラ イ ド 蓋 ２ ８ を 簡 単 に 開 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 破 砕 ホ ッ パ ２ ４ に は 、 図 ３ （ Ｂ ） の 紙 面 右 半 分 側 に ホ ッ パ 前 板 ３ ２ が 設 け ら れ て
お り 、 図 ３ （ Ｂ ） の 紙 面 左 半 分 側 で は 、 コ ン ベ ア 部 １ ６ に 破 砕 片 Ｔ を 供 給 で き る よ う に 、
ホ ッ パ 前 板 を 設 け な い こ と に よ り 開 口 ３ ４ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 破 砕 部 １ ４ は 、 破 砕 ホ ッ パ ２ ４ の 底 部 近 く に 、 上 下 方 向 に 立 て ら れ 、 水 平 方 向 に
並 設 さ れ た 複 数 の 固 定 刃 （ 破 砕 刃 ） ３ ６ と 、 横 設 さ れ た ロ ー タ リ ー カ ッ タ ー 部 ４ ０ と 、 を
備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ロ ー タ リ ー カ ッ タ ー 部 ４ ０ で は 、 複 数 の 回 転 刃 （ 破 砕 刃 ） ３ ８ が 、 隣 り 合 う 固 定 刃 ３ ６
の 間 を 通 過 す る よ う に 、 か つ 、 ら せ ん 状 に 配 列 さ れ る よ う に 、 回 転 軸 ４ ２ に 取 付 け ら れ て
い る 。 ま た 、 各 固 定 刃 ３ ６ の 刃 先 は 、 回 転 刃 ３ ８ の 回 転 方 向 に 向 け ら れ て お り 、 ロ ー タ リ
ー カ ッ タ ー 部 ４ ０ の 回 転 に よ り 、 回 転 刃 ３ ８ の 刃 先 と 固 定 刃 ３ ６ の 刃 先 と で 発 泡 ス チ ロ ー
ル 材 Ｓ が 挟 ま れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 破 砕 ホ ッ パ ２ ４ 内 の 発 泡 ス チ ロ ー ル 材 は 、 ロ ー タ リ ー カ ッ タ ー 部 ４ ０
の 回 転 に よ っ て 、 破 砕 さ れ な が ら 図 ３ （ Ｂ ） の 左 方 （ Ｕ Ｌ 方 向 ） に 搬 送 さ れ る 。 そ し て 、
図 ３ （ Ｂ ） の 左 方 側 で は 、 破 砕 さ れ た 発 泡 ス チ ロ ー ル 材 が 密 集 さ れ 、 徐 々 に 細 か く 破 砕 さ
れ て 破 砕 片 Ｔ と な り 、 コ ン ベ ア 部 １ ６ へ 送 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ コ ン ベ ア 部 ）
　 コ ン ベ ア 部 １ ６ は 、 開 口 ３ ４ か ら 送 り 出 さ れ て き た 破 砕 片 Ｔ を 図 ３ （ Ｂ ） の 右 方 （ Ｕ Ｒ
方 向 ） へ 送 り 出 す 第 １ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ４ を ロ ー タ リ ー カ ッ タ ー 部 ４ ０ の 近 傍 に 備 え
て い る 。 こ の 第 １ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ４ は 、 ロ ー タ リ ー カ ッ タ ー 部 ４ ０ の 回 転 軸 ４ ２ に
沿 っ て 併 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 コ ン ベ ア 部 １ ６ は 、 第 １ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ４ の 下 方 側 に 、 第 １ ス ク リ ュ ー コ
ン ベ ア ４ ４ に 沿 っ て 、 パ イ プ 状 の 破 砕 片 案 内 部 ４ ８ と 、 破 砕 片 案 内 部 ４ ８ 内 に 設 け ら れ た
第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ と 、 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 コ ン ベ ア 部 １ ６ に は 、 第 １
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ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ４ の 先 端 側 の ゾ ー ン と 第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ の 基 端 側 の ゾ ー
ン と を 連 通 さ せ る シ ュ ー ト 部 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 第 １ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ４ か ら シ ュ ー ト 部 ５ ０ を 介 し て 第 ２ ス ク リ
ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ へ 破 砕 片 Ｔ が 送 り 出 さ れ 、 第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ に よ っ て 、 図 ３
（ Ｂ ） の 左 方 （ Ｕ Ｌ 方 向 ） へ 送 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 ロ ー タ リ ー カ ッ タ ー 部 ４ ０ の 回 転 軸 ４ ２ に 沿 っ て 第 １ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ４
及 び 第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ が 設 け ら れ て い る の で 、 無 駄 な ス ペ ー ス が 形 成 さ れ 難 く
、 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 １ ０ を 小 型 化 し 易 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 加 熱 部 ）
　 加 熱 部 １ ８ は 、 第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ の 下 流 端 に 設 け ら れ て お り 、 破 砕 片 案 内 部
４ ８ に 接 続 さ れ た 枠 部 ５ ４ と 、 枠 部 ５ ４ 内 に 設 け ら れ た 複 数 枚 （ 図 ２ 、 図 ３ （ Ｂ ） で は ４
枚 ） の 電 気 ヒ ー タ 板 ５ ６ と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 加 熱 部 １ ８ は 、 第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン
ベ ア ４ ６ か ら 送 り 込 ま れ た 破 砕 片 Ｔ を 、 各 流 動 路 ５ ８ （ 図 ２ 、 図 ３ で は ３ つ の 流 動 路 ） で
加 熱 し て 溶 融 さ せ る こ と に よ り ゲ ル 状 材 Ｇ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 加 熱 部 １ ８ の 上 流 端 部 か ら 下 流 端 部 に か け
て 、 各 流 動 路 ５ ８ で 高 さ 幅 ｈ が 徐 々 に 小 さ く な る よ う に 、 電 気 ヒ ー タ 板 ５ ６ の 配 置 が 設 定
さ れ て い る 。 な お 、 加 熱 部 １ ８ の 上 流 端 部 か ら 下 流 端 部 に か け て 、 各 流 動 路 ５ ８ の 高 さ 幅
ｈ が 徐 々 に 小 さ く な り 、 横 幅 は 一 定 で あ る の で 、 加 熱 部 １ ８ の 上 流 端 部 か ら 下 流 端 部 に か
け て 、 各 流 動 路 ５ ８ の 断 面 積 も 徐 々 に 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ か ら 送 り 出 さ れ た 破 砕 片 Ｔ は 、 容 量 が 小
さ く さ れ た ゲ ル 状 材 Ｇ と し て 加 熱 部 １ ８ か ら 送 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 切 断 ・ 成 形 部 ）
　 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ は 、 加 熱 部 １ ８ か ら 送 り 出 さ れ た ゲ ル 状 材 Ｇ を 切 断 す る 切 断 部 ８ ２ を
、 加 熱 部 １ ８ の 送 出 端 に 備 え て い る 。 切 断 部 ８ ２ は 、 固 定 さ れ た 切 断 上 刃 ７ ６ と 上 下 動 可
能 な 切 断 下 刃 ７ ８ と を 備 え て い る 。 切 断 下 刃 ７ ８ は 、 エ キ セ ン 機 構 に よ り 切 断 刃 用 駆 動 モ
ー タ ８ ４ に よ っ て 上 下 動 す る 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ は 、 切 断 上 刃 ７ ６ の 下 流 端 （ 送 出 端 ） に 成 形 ロ ー ル ８ ６ を 備 え
、 切 断 下 刃 ７ ８ の 下 流 端 （ 送 出 端 ） に 成 形 ダ イ ８ ８ を 備 え て い る 。 成 形 ロ ー ル ８ ６ は 成 形
ロ ー ル 用 駆 動 モ ー タ ８ ７ で 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ は 、 成 形 ダ イ ８ ８ に 接 続 さ れ た 排 出 樋 （ 成 形 樋 ） ９ ０ を 備 え て
い る 。 排 出 樋 ９ ０ の 下 方 側 に は 、 イ ン ゴ ッ ト Ｉ の 送 り 長 さ を 測 定 す る 測 長 ロ ー ル ９ ２ と 、
測 長 ロ ー ル ９ ２ の 回 転 数 を 検 出 す る 近 接 セ ン サ ９ ４ と 、 が 設 け ら れ て い る 。 近 接 セ ン サ ９
４ は ブ ラ ケ ッ ト ９ ５ に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 測 長 ロ ー ル ９ ２ は 、 回 転 フ リ ー に さ れ た 軸 部 ９ ６ と 、 軸 部 ９ ６ に 取 付 け ら れ た ２ 枚 の ホ
イ ー ル ９ ８ と 、 を 備 え て い る 。 ホ イ ー ル ９ ８ の 円 周 壁 は 粗 面 に さ れ て い る 。 そ し て 、 ホ イ
ー ル ９ ８ の 上 端 部 が 、 排 出 樋 ９ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 か ら 露 出 し て い て 、 イ ン ゴ ッ ト Ｉ の 下
面 に 当 接 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ホ イ ー ル ９ ８ に は 、 近 接 セ ン サ ９ ４ の 被 検 出 体 と
し て の 役 割 も 果 た す 錘 （ 図 示 せ ず ） が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 錘 の 回 転 数 が 所 定 回 転 数 に 到 達 す る と 、 近 接 セ ン サ ９ ４ か ら の 信 号 を 受 け た 切 断 刃
用 駆 動 モ ー タ ８ ４ は 、 切 断 下 刃 ７ ８ を 上 下 動 さ せ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ に は 、 冷 却 風 が 流 出 す る 後 述 の 吐 気 口 ７ ２ が 、 フ ー ド ７ ４ 内 で
成 形 ロ ー ル ８ ６ の 上 方 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 切 断 部 ８ ２ で 上 記 ゲ ル 状 材 Ｇ を 切 断 す る 際 、 ゲ ル 状 材 Ｇ が 電 気 ヒ ー タ
板 ５ ６ と 成 形 ダ イ ８ ８ と 成 形 ロ ー ル ８ ６ と に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 切 断 下 刃 ７
８ を 待 機 位 置 に 戻 す と き に 、 切 断 上 刃 ７ ６ や 切 断 下 刃 ７ ８ に ゲ ル 状 材 Ｇ が 付 着 し て ゲ ル 状
材 Ｇ が 変 形 す る こ と は 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 成 形 ダ イ ８ ８ と 成 形 ロ ー ル ８ ６ と に よ っ て 、 上 記 ゲ ル 状 材 Ｇ を 所 定 の 厚 板 状 に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 、 冷 却 風 が 吐 気 口 ７ ２ か ら 流 出 し 、 厚 板 状 の ゲ ル 状 材 Ｇ が 空 冷 さ れ る の で 、 こ の 結
果 、 ゲ ル 状 材 Ｇ は 硬 い イ ン ゴ ッ ト Ｉ と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う に 測 長 ロ ー ル ９ ２ と 近 接 セ ン サ ９ ４ と を 設 け て い る の で 、 切 断 長 を 測
定 す る た め の 機 構 を 大 掛 か り に す る こ と な く 、 イ ン ゴ ッ ト Ｉ を 所 定 長 さ で 順 次 切 断 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ガ ス 流 動 シ ス テ ム ）
　 ガ ス 流 動 シ ス テ ム ２ ２ は 、 活 性 炭 Ｋ を 収 容 し た 脱 臭 器 ６ ６ と 、 脱 臭 器 ６ ６ の 下 流 側 に 接
続 さ れ た ブ ロ ワ ６ ８ と 、 を 備 え て い る 。 脱 臭 器 ６ ６ の 上 流 側 は 、 加 熱 部 １ ８ の 枠 部 ５ ４ 上
方 に 形 成 さ れ た 吸 気 口 ７ ０ に 吸 気 管 ８ ０ で 接 続 さ れ て い る 。 ブ ロ ワ ６ ８ の 下 流 側 は 、 切 断
・ 成 形 部 ２ ０ で ゲ ル 状 材 Ｇ の 上 方 に 形 成 さ れ た 吐 気 口 ７ ２ に 吐 気 管 １ ０ ０ で 接 続 さ れ て い
る 。 吐 気 口 ７ ０ は 、 冷 却 風 （ 空 気 ） が ゲ ル 状 材 Ｇ に 向 け て 流 出 す る よ う に 、 向 き が 設 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 加 熱 部 １ ８ か ら 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ に 跨 っ て 、 吸 気 口 ７ ０ 及 び 吐 気 口 ７ ２ の 上 方 を
覆 う よ う に フ ー ド ７ ４ が 設 け ら れ て い る 。 吸 気 口 ７ ０ と 吐 気 口 ７ ２ と の 間 に は 上 述 の 切 断
上 刃 ７ ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 加 熱 部 １ ８ 、 脱 臭 器 ６ ６ 、 ブ ロ ワ ６ ８ 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ で 空 気 が 循
環 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 作 用 ）
　 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 １ ０ を 稼 動 さ せ 、 破 砕 ホ ッ パ ２ ４ 内 に 発 泡 ス チ ロ ー ル 材 Ｓ を 投 入
す る と 、 ロ ー タ リ ー カ ッ タ ー 部 ４ ０ の 回 転 に よ っ て 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 材 Ｓ は 破 砕 さ れ な が
ら Ｕ Ｌ 方 向 に 搬 送 さ れ る 。 そ し て 、 図 ３ （ Ｂ ） の 左 方 側 で は 、 破 砕 さ れ た 発 泡 ス チ ロ ー ル
材 が 密 集 さ れ 、 徐 々 に 細 か く 破 砕 さ れ て 破 砕 片 Ｔ と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 破 砕 片 Ｔ は 、 開 口 ３ ４ か ら コ ン ベ ア 部 １ ６ の 第 １ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ４ に 送 ら れ
、 更 に 、 シ ュ ー ト 部 ５ ０ を 介 し て 第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ へ 送 り 出 さ れ る 。 そ し て 、
第 ２ ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ４ ６ に よ っ て 、 加 熱 部 １ ８ へ 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 加 熱 部 １ ８ へ 送 り 込 ま れ た 破 砕 片 Ｔ は 、 容 量 が 小 さ く さ れ た ゲ ル 状 材 Ｇ と し て 加 熱 部 １
８ か ら 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ へ 送 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ で は 、 成 形 ロ ー ル ８ ６ 及 び 成 形 ダ イ ８ ８ に よ っ て 厚 板 状 の ゲ ル 状 材 Ｇ
に さ れ 、 更 に 、 冷 却 さ れ て イ ン ゴ ッ ト Ｉ に さ れ 、 排 出 樋 ９ ０ か ら 送 り 出 さ れ る 。 こ こ で 、
イ ン ゴ ッ ト Ｉ が 所 定 長 さ 排 出 さ れ た と き に 近 接 セ ン サ ９ ４ か ら の 信 号 に よ り 切 断 部 ８ ２ で
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上 記 ゲ ル 状 材 Ｇ が 切 断 さ れ る 。 従 っ て 、 切 断 し た 一 本 あ た り の イ ン ゴ ッ ト Ｉ の 長 さ を 一 定
長 さ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 ガ ス 流 動 シ ス テ ム ２ ２ に よ っ て 、 ガ ス 流 動 シ ス テ ム ２ ２ に よ り 、 加 熱 部 １ ８ 、 脱
臭 器 ６ ６ 、 ブ ロ ワ ６ ８ 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ で 空 気 が 循 環 す る 。 従 っ て 、 加 熱 部 １ ８ で 発 生
す る 悪 臭 を 伴 っ た 空 気 は 、 吸 気 口 ７ ０ か ら 吸 気 管 ８ ０ を 経 由 し て 脱 臭 器 ６ ６ で 脱 臭 さ れ 、
切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ に 供 給 さ れ て イ ン ゴ ッ ト Ｉ を 冷 却 す る 。 そ し て 、 加 熱 部 １ ８ へ 流 れ 、 吸
気 口 ７ ０ か ら 脱 臭 器 ６ ６ へ 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 ガ ス 流 動 シ ス テ ム ２ ２ に よ り 、 加 熱 部 １ ８ と 切
断 ・ 成 形 部 ２ ０ と で 空 気 が 循 環 し 、 加 熱 部 １ ８ か ら 吸 引 さ れ た 空 気 が 脱 臭 さ れ 、 切 断 ・ 成
形 部 ２ ０ で ゲ ル 状 材 Ｇ を 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ で ゲ ル 状 材 Ｇ を 著 し く 効 率 良 く 冷 却 す る こ と が で き 、 所
定 形 状 の イ ン ゴ ッ ト Ｉ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 循 環 し て い る の で 、 加 熱 部 １ ８ の ガ ス 体 を 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 １ ０
の 外 部 へ 排 気 し な い 構 成 に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 周 囲 環 境 （ 作 業 環 境 な ど ） を 大 幅
に 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 更 に 、 ガ ス 流 動 シ ス テ ム ２ ２ の 主 な 構 成 要 素 は １ 台 の 脱 臭 器 ６ ６ と １ 台 の ブ ロ ワ ６ ８ で
あ る の で 、 ガ ス 流 動 シ ス テ ム ２ ２ の 構 成 が 簡 素 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 脱 臭 器 ６ ６ の 下 流 側 を 空 気 吸 引 し て 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ へ 送 風 す
る よ う に ブ ロ ワ ６ ８ を 配 置 し た が 、 切 断 ・ 成 形 部 ２ ０ の 下 流 側 を 空 気 吸 引 し て 脱 臭 器 ６ ６
へ 送 風 す る よ う に ブ ロ ワ ６ ８ を 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 実 施 形 態 を 挙 げ て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 上 記 実 施 形 態 は 一 例 で あ り
、 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 が 上 記 実
施 形 態 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 の 加 熱 部 を 構 成 す る 枠 部 及 び 電
気 ヒ ー タ 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 発 泡 ス チ ロ ー ル
減 容 機 の 側 面 断 面 図 及 び 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ ０ 　 発 泡 ス チ ロ ー ル 減 容 機 （ 発 泡 材 減 容 機 ）
１ ８ 　 加 熱 部
２ ０ 　 切 断 ・ 成 形 部 （ 冷 却 部 、 成 形 部 ）
２ ２ 　 ガ ス 流 動 シ ス テ ム
６ ６ 　 脱 臭 器
６ ８ 　 ブ ロ ワ
Ｇ 　 　 ゲ ル 状 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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